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あらまし：看護，コ・メディカル，スポーツ分野を目指す医療スポーツ系の学部生にとって患者及びその

家族，コーチとプレイヤー，プレイヤー同士の対話におけるコミュニケーションのためにその能力向上が

重要となっている．本研究では，本学で開講しているビジネスとコミュニケーションに関する科目群にお

いて，今年度より予習・復習での利用を想定した eラーニング教材と演習問題を開発し，これらを用いた
授業展開と科目間連携を図っている．今回，本取り組みの詳細と学生のコミュニケーションに対する意識

調査の結果について述べ，医療・スポーツ分野の学生に対する授業展開の方法，アクティブ・ラーニング

の可能性について述べる． 
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1. はじめに 
看護，コ・メディカル，スポーツ分野に従事する

人材は，患者及びその家族，コーチとプレイヤー，

プレイヤー同士のコミュニケーションにおいて，正

確な情報伝達，適切な受け答えを求められるため，

その能力向上が重要となっている[2, 3]．一方，本学
では，ビジネスとコミュニケーションに関わる科目

が複数開講されているが，看護，コ・メディカル，

スポーツ分野に特化した内容となっておらず，また，

科目間で重複している学習内容も見受けられる． 
本研究では，医療スポーツ分野における学生のコ

ミュニケーション能力向上を目的として，問題点と

して挙げた開講中のビジネスとコミュニケーション

に関する科目群において，今年度より予習・復習で

の利用を想定した e ラーニング教材（教科書，演習
問題）を開発し，これらを用いた授業展開と科目間

連携を図っている．対象とする科目群は，「ビジネ

ス・コミュニケーション」，「オフィス・コミュニケ

ーション」，「企業と倫理」（いずれも学部生 1〜4年
生向け選択科目）である．特に，開発している教科

書は予習，演習問題は復習のために利用されること

を想定している．このため，教科書は学生が短時間

で読み進められるように要点をまとめた短い文章と

画像，アニメーションから構成される．演習問題は，

専門用語の確認，シーンに合わせたコミュニケーシ

ョンの選択，などである．学生への予習・復習の配

信には，本学で使用している学習管理システム

（manaba course2）を使用した．今回，本取り組みの
詳細と学生のコミュニケーションに対する意識調査

の結果について述べ，さらに秋学期以降に想定して

いる医療・スポーツ分野の学生に対する授業展開，

アクティブ・ラーニングの可能性について述べる． 

2. 医療スポーツ系学生向けコミュニケーシ
ョン能力向上のための教材開発 

 
図 1 コミュニケーション能力と対象科目群の関係 

 
我々が目指している医療スポーツ系学生を対象と

したコミュニケーション能力と対象科目群の関係を

図 1に示す．それぞれの科目の主な学習内容として
は，「オフィス・コミュニケーション」では，社内向

けのコミュニケーションを取り扱う．例えば，礼儀

作法，敬語，上司部下の関係などである．「ビジネス・

コミュニケーション」では，仕事の円滑な進め方，

社外向けコミュニケーションを取り扱う．例えば，

自己・他者分析，ビジネス上の目的を達するために

必要とされる戦略的な会話術などである．「企業と倫

理」では，企業とは何か，企業の持続可能性，企業

に求められる社会的責任，不祥事の歴史，社会人と

しての心得を取り扱う． 
いずれの科目も履修学生の理解度に合わせて，日

常のコミュニケーションや企業，グローバル化とい

った基本的な会話術，世界観を取り扱っているため，

重複した学習内容が存在する．また，授業全体の前

半部分に基本的な会話術や世界観の説明に時間を費

やさなければならないため，応用に位置付けられる

看護，コ・メディカル，スポーツ分野に特化したコ
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ミュニケーションの内容にまで到達することが難し

い．さらに，就職を意識している高学年とそうでな

い低学年の学生との間でコミュニケーションに対す

る重要性・必要性に差があり，授業に参加する学生

の学習意欲にばらつきがある．このため，我々は次

の手順で段階的に教材（教科書と演習問題）を開発

し，科目間連携を図っている． 
（教材 A）科目間で重複するコミュニケーションの
基本，会社・企業について，グローバル化について 
（教材 B）専門に関わらず，社会人として必要とな
る社内・社外向けコミュニケーションについて 
（教材 C）看護，コ・メディカル，スポーツ分野そ
れぞれで必要となる専門用語や慣例等を含むコミュ

ニケーションについて 
教材開発では，各科目の担当教員が，メモ帳，

PowerPoint，Excelを利用して原稿を作成し，その原
稿をもとにして相談しながら教材を作成している．

その後，本学で使用している学習管理システム

（manaba course2）上に教材データを登録している．
学生はコース課題として表示される教科書を学習で

き，選択または記入形式の演習問題に解答でき，教

員は学生の学習履歴を学習管理システムにて確認で

きる．図 2に開発した演習問題の一例を示す． 
 

 
図 2 開発した演習問題の一例 

 
3. コミュニケーションに対する意識調査 
教材開発を行う上で，履修学生がコミュニケーシ

ョンに対してどのように考えているのか，参考にす

るための無記名式のアンケート調査を行った．実施

科目は「オフィス・コミュニケーション」，回答者数

は看護・スポーツ分野の学生 137 名（男 46 名，女
91名）であった． 
（Q1）あなたにとってのコミュニケーションスキル
の重要性を教えてください 
	 Q1 の回答結果は「とても重要だと思う: 109 名
（80%），重要だと思う: 28名（20%），あまり重要だ
と思わない: 0（0%），重要だと思わない: 0（0%）」
となった．男女による違いは見られなかった． 
（Q2）あなたがコミュニケーションの中で重視して
いるのはなんですか? 
	 Q2の回答結果は「プレゼンテーション: 9名（7%），
自己分析: 11名（8%），他者に対する理解: 95名（65%），
一般常識: 22名（16%）」となった．男女による違い

は見られなかった． 
（Q3）この授業はあなたのコミュニケーションスキ
ルを養う上で役立っていますか? 

Q3 の回答結果は「とても役に立っている: 37 名
（27%），役に立っている: 82名（60 %），あまり役
に立っていない: 14名（10%），役に立っていない: 3
名（2%）」となった．男女による違いは見られなか
った． 

Q1〜Q3 の結果から履修学生はコミュニケーショ
ンスキルを重要と考えており，他者の理解や一般常

識を求めていると考えられる．一方で，コミュニケ

ーションの授業では，他者とのコミュニケーション

を確立するためには，自己分析と自己理解が重要と

され，一週目からこれらの学習を行うのが一般的で

ある．学生の要求と学習内容のミスマッチが読み取

れる．教材開発おいて，このミスマッチを埋めるた

めの工夫が必要と考えられる． 
 

4. アクティブ・ラーニング実施への可能性 
本研究では，開発している e ラーニング教材を用

いて学生に予習を割り当てる反転授業と，授業での

コミュニケーション向上のためのアクティブ・ラー

ニングの実施を目指している． 
アクティブ・ラーニングとしてペアワークやグル

ープワークを想定しているが，効果的な課題の開発

は未着手である．例えば，コミュニケーション能力

の向上を目的とするツールの一つとして「カタルタ」

がある[4]．カタルタでは会話のきっかけを作る一言
がカードに記載されており，そのカードを使って会

話を行う．今後，このようなツールを利用するか否

かの検討と実践を行いながら，学生のコミュニケー

ション能力を高めるアクティブ・ラーニングの開発

を行う必要がある． 
 

5. まとめ 
本稿では，看護，コ・メディカル，スポーツ分野

を目指す医療スポーツ系の学部生を対象とした e ラ
ーニング教材と演習問題の開発の取り組みと学生の

コミュニケーションに対する意識調査の結果ついて

述べた．また，今後，授業への導入を目指すアクテ

ィブ・ラーニング及び反転授業について思案を述べ

た． 
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